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令和５年度 学校経営計画に対する最終評価報告書 
石川県立津幡高等学校 

重 点 目 標 具 体 的 取 組 実現状況の達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題） 

１ 基本的な生活

習慣の確立（挨

拶の励行、規範

意識の確立、清

掃の徹底） 

① 挨拶運動に取り組み、

礼儀正しく、元気で活発

な生徒を育成する。 

生徒がすすんで挨拶していると思う保護者が 

 Ａ ９５％以上である。 

 Ｂ ９０％以上である。 

 Ｃ ８５％以上である。 

 Ｄ  ８５％未満である。 

Ｂ 

１２月の教育活動に

関するアンケート 

（保護者）９４％ 

生徒指導課 

７月のアンケート結果が９５％であったので概ね数値は維

持されている。今後、さらにしっかりと挨拶できる生徒が

増えてくれるよう、日々の学校生活の中で気持ちの良い挨

拶が交わせるような雰囲気作りを心掛けていく。 

② 服装容儀の指導を徹底

し、生徒の規範意識の向

上を図る。 

積極的に服装容儀・頭髪やマナーなどの向上に努

めた生徒が 

Ａ ９５％以上である。 

 Ｂ ８５％以上である。 

 Ｃ ７５％以上である。 

Ｄ  ７５％未満である。 

Ａ 

１２月の教育活動に

関するアンケート 

（生徒） ９５％ 

生徒指導課 

７月のアンケート結果が９４％であったので概ね数値は維

持されている。頭髪に関する規定緩和を徐々にすすめて 

きたが、「何でも良くなった」訳ではないので、規定の範囲

内での髪型を意識するように、けじめを持たせていきたい。 

③ 規則正しい家庭生活を

送るよう指導すること

で、遅刻する生徒を減少

させる。 

遅刻総数が過去５年間の平均値と比べて、変化率

が 

Ａ １０％以上の減少である。 

Ｂ １０％未満の減少である。 

Ｃ １０％未満の増加である。 

Ｄ １０％以上の増加である。 

D 

１２月時点で過去５

年間の平均値より 

２７％（２０１件）の

増加 

*H30～R4 の平均 

生徒指導課 

コロナ過で増加した遅刻数はここ２年間減少傾向であった

が、残念ながら今年は大幅増の数値となっている。今一度

日々の指導の中で時間を守らせる指導を徹底していく必要

がある。 

④ 清掃の徹底により、学

習環境の向上とさわやか

で心豊かな学校生活の実

現を図る。 

積極的に校内清掃や教室内の整理整頓に努めた生

徒が 

 Ａ ９５％以上である。 

 Ｂ ９０％以上である。 

 Ｃ ８５％以上である。 

 Ｄ ８５％未満である。 

Ｂ 

１２月の教育活動に

関するアンケート 

（生徒） ９４％ 

保健環境課 

７月アンケート８９％から９４％と生徒の環境美化に対す

る意識は高まっている。９５％以上にできるよう、より一

層、生徒の校内美化の意識を高めていきたい。 

⑤ 生徒の良好な人間関係

づくりを支援して、いじ

め等を防止し、不安なく

充実した学校生活を送れ

るようにする。 

学校生活に概ね満足している生徒が 

 Ａ ８０％である。 

 Ｂ ７０％以上である。 

 Ｃ ６０％以上である。 

 Ｄ ６０％未満である。 

Ａ 

１２月の教育活動に

関するアンケート 

（生徒） ８５％ 

教育相談課 

人間関係に不安を抱いて相談する生徒に対して、じっくり

話を聞き、それを解消できるように努めてきた。また、気

になる生徒にはこまめに声をかけ、生徒の声を聞くように

してきたことがこの結果につながったと思われる。今後も、

生徒への声かけを行い、生徒の声に耳を傾け、不安なく生

活できるように支援していきたい。 

学校関係者評価委員会の評価 
遅刻数の大幅な増加が気になる。社会に出ると時間を守ることは社会人として信頼される大事なことである。 

学校全体で遅刻指導に取り組んで欲しい。 

学校関係者評価委員会の評価結果を 

踏まえた今後の改善方策 

基本的生活習慣（時間を守る、頭髪服装等）の確立は社会に出るうえで大切なことであるため、１年次からしっかりと指導していき

たい。 
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重 点 目 標 具 体 的 取 組 実現状況の達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題） 

２ 授業の工夫・

改善と生徒の進

路の実現。（わ

かる授業の実

践、GIGA ｽｸｰﾙ

構想の推進、体

力の増進、生徒

の進路意識の向

上） 

① 教材・教具や指導方法

を工夫して生徒の興味・

関心を引き出し、わかり

やすい授業を行うよう授

業改善に努める。 

わかりやすく興味・関心を引き出す工夫が感じら

れると答える生徒が 

Ａ ９０％以上である。 

Ｂ ８０％以上である 

Ｃ ７０％以上である。 

Ｄ ７０％未満である。 

Ａ 

１２月による授業評

価で肯定的評価 

９４．６％ 

教務課 

肯定的評価が高まった要因として、教員が生徒の実態に合

わせて興味関心を喚起させる授業改善に取り組んだこと

や、一人一台端末の活用が定着してきたことが考えられる。

端末の使用により生徒の活動が能動的になり、授業への参

加意識の高まる中、さらに理解の促進を図ることが課題で

ある。 

② ＧＩＧＡスクール構想

の推進を図る。 

１日６時間（火曜のみ７時間）の授業、ホームルー

ム等での活動にクロムブックを２回以上活用して

いる。 

Ａ ８０％以上である。 

Ｂ ７０％以上である 

Ｃ ６０％以上である。 

Ｄ ６０％未満である。 

Ｄ 

１２月の教育活動に

関するアンケート 

（生徒） ５８％ 

 

教務課 

中間評価の４７％から活用割合が少し増加した。１日１回

の割合を含めると９３％となり、校内全体として一人一台

端末の活用が進んでいる傾向がうかがえる。授業の「振り

返り」や自分の考えをまとめたりする場面での活用が増え

てきている。今後さらに効果的な活用方法の研究を進めて

いきたい。 

③ 生徒の体力向上に努

め、たくましい人間づく

りに取り組む。 

前年度の自己記録を超えた生徒が 

 Ａ ８０％以上である。 

 Ｂ ７０％以上である。 

 Ｃ ６０％以上である。 

 Ｄ  ６０％未満である。 

Ｂ 

スポーツテストの結

果 

７６％ 

体育管理課 

前年度６１％と比較し、多くの生徒が自己記録を超えた。

コロナ渦での運動制限が軽減され、通常に近い形での授業、

部活動が行えるようになったことが要因であると考える。 

運動機会の少ない総合学科女子の体力低下がみられる。今

後は体育の授業を中心に体力向上に努めていきたい。 

④ 一人一人の生徒に対し

てしっかりとした進路指

導を行い、確実な進路希

望の実現を図る。 

進路内定・決定率が 

Ａ １００％である。 

Ｂ ９５％以上である。 

Ｃ ９０％以上である。 

Ｄ  ９０％未満である。 

Ａ 

進路内定・決定率 

１００％ 

進路指導課 

全員の進路が決定するまで、例年以上に時間がかかった。

就職に関しては昨年よりも求人数は多かったが、進学でも

就職でも基礎学力やコミュニケーション能力について力不

足の生徒は厳しい結果となる傾向があった。ただ公務員に

関しては、専門学校との連携が功を奏し、例年に比べても

合格者が多かった。早期の段階から進路ガイダンス等で進

路意識、基礎学力を高めておく必要性を感じた。 

学校関係者評価委員会の評価 

クロムブックをどのように活用しているのか。個々の生徒に応じた学習内容を提供し、学習意欲を高めて欲しい。 

職場体験で生徒を受け入れた。仕事ぶりも非常に良かった。目的意識がある生徒はしっかりしている。学校全体で取り組み進路実現

に結び付けて欲しい。 

学校関係者評価委員会の評価結果を 

踏まえた今後の改善方策 

動画の視聴やクロムブック上での記録など、活用の仕方を工夫することで興味関心が高まり主体的に授業に取り組めた生徒が増えた。

今後も工夫していきたい。 
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重 点 目 標 具 体 的 取 組 実現状況の達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題） 

３ 部活動の計画

的な実施による

効率的・効果的な

競技力向上と生

徒会活動の活性

化。（全国大会で

の上位入賞、ボラ

ンティア活動の

推進、情報発信） 

① 県内トップレベルの競

技力を維持し、全国大会

に出場できる各種トレー

ニングや実技指導を行

う。 

 

全国大会に出場した部活動が 

  Ａ ８部以上である。 

  Ｂ  ６部以上である。 

  Ｃ  ５部である。 

  Ｄ  ５部未満である。 

Ｂ 

全国高校総体等に６

部出場（男女柔道、

ウエイトリフティン

グ、ボート、射撃、

なぎなた部） 

体育管理課 

昨年度の５部から今年度は６部がインターハイ等の全国大

会への出場を決め昨年度より１部ではあるが増加した。今

後も中学校部活動から高校部活動への環境の変化に順応で

きるよう、個々に応じたきめ細かな指導に心がける。 

② 部活動を計画的に実施

し、科学的な理論に基づ

き効率的・効果的に生徒

の技術向上を図る。 

部活動が計画的で充実していると思う生徒が 

 Ａ ９０％以上である。 

 Ｂ ８０％以上である。 

 Ｃ ７０％以上である。 

 Ｄ ７０％未満である。 

Ｂ 

１２月の教育活動に

関するアンケート 

（生徒） ８０％ 

体育管理課 

７月アンケートよりも３％減少。感染症の影響は少なくな

ったが、７月以降も大雨や熱中症予防のため、予定通りの活

動ができない場面があった。各部練習体制の見直し等によ

り、想定外のことを念頭に計画的に実行できるよう創意工

夫し、効率の良い指導に心がけ、競技力の向上を継続してい

く必要がある。 

③ 生徒会執行部の企画力

・実行力を育み、活動を

充実させるとともに、各

種の行事を成功させ、学

校生活の充実を図る。 

生徒会活動が活発に行われていると思う生徒が 

 Ａ ７５％以上である。 

 Ｂ ６５％以上である。 

 Ｃ ５５％以上である。 

 Ｄ ５５％未満である。 

Ａ 

１２月の教育活動に

関するアンケート 

（生徒） ７９％ 

生徒会課 

後期は文化祭・体育祭など生徒主体の活動が多くあったた

め、結果的に良い数値になったと思われる。 

今後は、近隣の他校との交流などを通じて学校生活の充実

と学校全体の活性化を図っていきたいと考えている。 

④ 様々なボランティア活

動に参加する生徒を増や

し、社会経験を豊かにし、

他者と協働する意識を高

める。 

様々なボランティア活動に参加したと答える生

徒の割合が 

 Ａ ６０％以上である。 

 Ｂ ５０％以上である。 

 Ｃ ４０％以上である。 

  Ｄ ４０％未満である。 

Ｂ 

１２月の教育活動に

関するアンケート 

（生徒） ５５％ 

 

生徒会課 

９月に「あいさつ運動コンテスト」があったにも関わらず、

生徒自身がボランティアをしたという実感を持てていなか

ったことが、ポイントが上がらなかった要因の１つだと思

われる。今後は、能登半島地震関連のボランティア等の社会

経験活動を計画していきたいと考えている。 

⑤ 学校通信（校内、地域）

の発行やＨＰ・学校メー

ル配信により部活動や生

徒会活動の様子などをき

め細かく発信する。 

学校のＨＰや学校メールの発信に満足している

保護者の割合が 

 Ａ ８５％以上である。 

 Ｂ ７５％以上である。 

 Ｃ ６５％以上である。 

 Ｄ ６５％未満である。 

Ａ 

１２月の教育活動に

関するアンケート 

（保護者）８５％ 

総務課 

満足している割合が８５％であった。今後も学校のホーム

ページやメール配信、学校通信また部活動の結果等で、常に

新しい情報発信や内容の更新を継続して努めていきたい。 

学校関係者評価委員会の評価 
中学校部活動が地域移行に向かう今、強化の仕方を考える必要があるのではないか。地元にも有望な選手がたくさんいる。 

学校関係者評価委員会の評価結果を 

踏まえた今後の改善方策 
地元の中学校から情報を得るだけでなく、本校から中学校への出前授業を計画・実施するなど交流できる場面を設定していきたい。 
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重 点 目 標 具 体 的 取 組 実現状況の達成度判断基準 集計結果 分析（成果と課題） 

４ 教職員の時間

外勤務の削減に

よる教育活動の

充実。（効率的な

業務の推進） 

① 教職員のワークライフ

バランスの実現に向け

て、校務の効率化に取り

組み、時間外勤務の削減

を図る。 

月８０時間以上の時間外勤務のある職員の延べ

人数が 

 Ａ ０人である。 

 Ｂ (月数×１人)以下である。 

 Ｃ (月数×２人)以下である。 

 Ｄ Ｃを上回る。 

Ｄ 

１２月までの９ヶ月

で時間外勤務８０時

間を超える延べ人数

が 

２２人 

Ｒ５中間評価：１１人 

Ｒ４最終評価：２４人 

Ｒ４中間評価：１６人 

徐々に減少していて、校務の効率化が教職員全体に浸透し

てきていることが確認できる。８０時間を超える勤務は、部

活動における県外大会への参加等から、削減について難し

い面もあるが、今後もワークライフバランスの実現に向け

て取り組んでいきたい。 

（全教員）タイムマネジメントや業務の効率的な

推進を意識した働き方をしていると答えた教職

員の割合が 

 Ａ ８０％以上である。 

 Ｂ ７０％以上である。 

 Ｃ ６０％以上である。 

 Ｄ ６０％未満である。 

 

Ｂ 

１２月の教育活動に

関するアンケート 

（教職員） ７７％ 

Ｒ５中間評価：７７％ 

Ｒ４最終評価：９１％ 

Ｒ４中間評価：７６％ 

多くの職員が仕事の効率化を意識することが日常化してき

ていると考えられる。しかし、一部の部活動顧問においては

強化育成が最優先になっていることもあるので、意識的に

働きかける必要がある。今後も ICT の活用や各課、学年で

の業務の割り振りなどを工夫して効率化に努めていきた

い。今後も働き方の意識の醸成と環境の整備に取り組んで

いきたい。 

 

学校関係者評価委員会の評価 
全国大会出場の部活動が６部あり、熱意ある指導の成果である。それと並行して働き方改革を考慮しワークライフバランスの実現に

取り組んで欲しい。 

学校関係者評価委員会の評価結果を 

踏まえた今後の改善方策 

部活動指導が強化優先になり多くの時間を費やすことがないよう意識的に声をかけていく。効率的な部活動指導、ICTの効果的な活

用などにより心身が整った状態で勤務できるよう取り組んでいく。 


